
 

尾道市立
因北中学校

改善計画

7月 1月

１  主体的・対話的で深い学び
学習課題の解決に向けて，疑問を表明し
たり相互に説明し合う場面を設定し，表
現力やコミュニケーション能力を育成す
る。

 ２　ICTの活用
ICTを有効活用し，授業改善を図る。

「授業では，友だちと話し合うな
どして，自分の考えを深めたり広
めたりしている」生徒の肯定的回
答

「ICTを活用して，学びが深まっ
ている」生徒の肯定的回答

８０％
以上

９０％
以上

91.7%

64.4%

91.6%

62％

115%

68％

A

C

・各授業で話し合いの場面を意識して設定
し，話し合いの型を提示することで，多く
の生徒が話し合いを通して考えを深めてい
ると実感している。これを学力向上につな
げていかなければならない。
・全ての授業でICTを活用しているもの
の，効果的な活用という点では課題が残っ
ている。様々な活用例を実際の授業で取り
入れ，その効果を検証する必要がある。

〇

 表現力を高める活動の充実を通して  分
かりやすい授業づくりを進め，学びを深
め，学力の定着を図る。

「授業がよくわかる」と答えた生
徒の肯定的回答

標準学力調査，全国学力調査での
全国平均以上（５教科，４月・１
月）

８5％
以上

全国平均
以上

　82.5% 83.5% 98% B

A

・2学期から，自分の意見を述べる際に，理由と
根拠を明確にして伝えることを重点に授業改善
を進めている。また，校内研修を通して，生徒
が学びを深めるための導入の工夫や表現力を高
めるための工夫等を共有し，わかりやすい授業
づくりに努めている。
・夏休みに学力調査の結果分析を行い，それに
基づき各教科で対策を進めている。2月の結果を
受けて再度分析を行い，次年度につなげてい
く。

〇

自主的・主体的
な活動を通し
て，自己肯定感
を高める。

生徒会活動を活性化させ，一人一人が役
割を主体的に果たし，諸活動の充実を図
る。

「学校が楽しい」生徒の肯定的回
答

「自分には良いところがある」生
徒の肯定的回答

８０％
以上

８０％
以上

79.6%

69.4%

73.6%

71.5%

92%

89%

B

B

・生徒は，学校行事や地域の行事に積極的に参加し，地域の方，
保護者から良い評価をたくさんいただくことができた。生徒自身
の自信につながった。
・生徒の実態調査から，学習に対する不安を抱えている生徒が多
いことがわかった。不安を解消してくために，学力補充の実施や
定期的に個別面談を実施するなど，生徒の不安に寄り添った対応
を行っていく必要がある。
・生徒会の「いいねツリー」や各学年でのメッセージカードの取
組などを通して，生徒同士で評価し合い，お互いの良いところに
目が向くようになったことから数値が上昇したと考えられる。活
動を継続して行い，より生徒の良い部分が評価される取組を行っ
ていく。

〇

生徒が，安心し
て生活できる学
校づくりを進め
る。
◎不登校SSR推
進校

SSR，SC，教育支援センター等と密接な
連携を図り，生徒が抱える多様な課題の
解消を図る。

「安全・安心に学校生活を送れて
いる」生徒の肯定的回答

不登校生徒の人数

１００％

10人
以下

90.4%

5人

88.2%

9人

88%

100%

B

A

・大きな問題は発生していないが，友達とのやり取りの中で不用
意な発言をしてしまい相手を怒らせることや休憩時間に大きな声
を出すなど落ち着かない場面があることから数値が低下したと考
えられる。問題が発生した際には，生徒から丁寧な聞き取りを行
い指導にあたってきた。また，休憩時間の過ごし方や人との関わ
り方などを学年集会で指導を行ってきた。今後も継続した指導と
見守りを行っていく必要がある。
・はっさくルームを活用することで，昨年度不登校であった生徒
が毎日登校できるなど改善が見られた。
・「不登校等児童生徒支援会議」を毎週開き，心配な生徒の連携
や対応について協議することができ，早期対応につながった。ま
た，不安を抱える生徒に対して積極的にＳＣと連携し，カウンセ
リングの場を設けるなど様々な視点から対応することができた。

〇

体力の向上
と健康の増
進

基本的生活習慣
の確立や，体
力・運動能力の
向上を図る。

１ 基本的生活習慣を整える。

2  保健体育や部活動を通して，体力の向
上を図る。

平日（月～金）1日あたりのゲー
ムやスマホの使用時間　2時間以
下の生徒の割合

年間2回（前期・後期）の新体力
テストにおいて，総合値が向上し
た生徒の割合

2時間
以下

70%以上

80％以上

47％

年間を通し
て実施

45.8%

43%

57%

53.7%

D

D

・中学生になりスマホを所有する生徒の割合が
増え，使用時間も増えている。学級懇談会や三
者懇談などで保護者に対して啓発活動を行って
きた。保護者の協力を得ながら，学校として家
庭学習を充実させていくなどの取組を進めてい
く必要がある。
・授業内の体力づくりトレーニング等で生徒の
体力向上に取り組んできた。引き続き，生徒の
運動時間を確保し，生徒の課題を捉えて体力向
上を図っていく必要がある。

〇

・部活動等で知り合った他校の生
徒とSNS上で繋がりが増え，帰宅
後出ないとやり取りができないの
で使用時間が増えている生徒が多
くなっていると思う。引き続き啓
発を続けていく必要がある。

・GUWでゲームやスマホの使用時間
削減を目的とする活動を実施し，1日
あたりの使用時間を減らした場合の
学習に対するメリットやデメリット
があるか生徒及びその保護者に体験
してもらう。
・昼休憩での外遊びを推進し，運動
への意欲を高める。また部活動前に
５分間走を行うなど，全校での取組
を実施する。

働き方改革
の推進
信頼される
学校づくり

組織として，業
務改善，信頼さ
れる学校づくり
を進める。

1  生徒に向き合う時間を確保するため，
各分掌で現在の業務の軽減や効率化を図
る。

2  マニュアルの遵守を通して，不祥事の
未然防止を徹底する。

「日々の業務の中で，充実感を得ら
れている」教職員の割合

教職員の勤務時間外の在校時間の平
均

不祥事０

80％以上

1カ月の時
間外の平均
４５時間以

内

不祥事０

80%

61時間
（4～6月）

０

76.9%

56時間
（9～11月）

０

96%

80%

100%

B

B

A

・「日々の業務の中で，充実感を得られてい
る」教職員の割合は若干下がっているが，人数
としては前回同様3名が「そうではない」と感じ
ているという結果であった。「授業」「生徒と
の関わり」「部活動」など，うまくいっている
場面はどこで，うまくいっていないのは何か，
具体的に考えてみることも必要である。
・教職員の時間外在校時間は減少傾向にある。4
月，5月は80時間を超える教職員が4名ずつい
たが，9月以降は9月に2名いたものの，その後
は0名である。4～6月と比べて土日の部活動の
大会が少ないということは要因の一つであると
考えられるが，休めるときは休むというよう
に，個々の意識も変わってきていると感じてい
る。
・不祥事事案は生起していない。

〇

・アンケートで100％はなかなかないと思
うので，充実感が得られているということ
は，仕事への前向きさも伝わってくる。
・充実感を持てない先生に教えてもらう生
徒は不幸。「おいしい料理を提供しようと
思わないコックの作った料理を食べようを
思うか」と尋ねてほしい。

・時間外勤務時間については，学校ででき
ることを考えていくとともに，制度等の整
備も必要だと思う。しかし，人手も少ない
ので，プラスにするにはどうするかと前向
きな取組を継続してほしい。
・時間外勤務はまだまだ多いと思う。「休
めるときは休む」は良いことだと思う。気
楽さも必要。

・マニュアルも重要だが，教育には一人一
人の教育哲学が必要と考える。目的と手段
が混在しないよう，「なぜするのか」を意
識し，生徒への実践を進めてほしい。

・何に充実感を感じるか，生徒とど
のように向き合っている時にやりが
いを感じるか，と問いながら，自身
の望ましい働き方について考えてい
く。

・ただ，在勤時間を減らすためだけ
に行動するのではなく，どのような
働き方が自分にとって適切なのか，
個々の思いも聞きながら進めてい
く。
・業務の偏りが出ないように，業務
分担を適切にしていくとともに，助
け合える職場環境づくりを継続して
進めていく。

・マニュアルや各種ルールができて
きた経緯も周知しながら，目的意識
をもって業務に当たれるよう配慮す
る。

令和５年度　学校評価表

学校教育目標 「心豊かで自ら求めて学び生き生きと活動する生徒の育成」

a ミッション
組織的な学校経営を生かした小中連携教育による主体性・

表現力の育成

ａビジョン
生徒が「因北中で学んでよかった」，保護者が「通わせてよかった」，地域の方々が「地域の宝である」と思える学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価
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c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標 f目標値

h
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j 結果と課題
の説明

k 二次評価

l コメント m 改善案g
達成
値

g
達成
値

イロハ

授業改善に
よる確かな
学力の定着

 表現力を高める
活動の充実を通
して，学びを深
め，学力の定着
を図る。

・ＩＣＴを活用しての授業は今の時代，良いと思
う。友だちとの話し合いもあり，ICTに頼りっぱな
しではないのが良い。

・「学びを深める」ために，対話の充実等，様々な
方策をとり実践していることがわかった。「責任あ
る行動をとる力」「新たな価値を創造する力」の育
成のためにも，思考力・判断力・表現力がついたと
言えるか，それはなぜ，力がついたと言えるのか
を，生徒のアウトプットから検証する評価の研究を
推進してほしい。

・前回の授業参観で，理由・根拠を明確にする方法
を取り入れているのを見て，いい習慣を身につけれ
ば全てに通じると賛同した。友だちと話し合うこ
と，相手に自分の意見をわかってもらえるように伝
えることの難しさ，大切さを教えるのは良いことで
ある。

・ICTの活用については，引き続き粘り強く指導し
てもらいたい。

・「友だちと話し合うなどして考えを深めたり広め
たりしている」「授業がよくわかる」という指標
は，生徒に何らかの実感があるのだろう。その考え
を深める，広めるという具体がどういったものなの
か，先生方から見た評価はどうなのかということが
気になる。生徒の意識の高さは次のステップに進め
ると言うことだと思う。

・何をもって「学びが深まった」
「授業がよくわかる」とするの
か，評価の在り方について研究を
進めていく。

・ICTの効果的な活用について
は，様々な活用例を実際の授業で
取り入れ，その効果を検証してい
く。

・学力調査の結果分析を行い，来
年度に向けて各教科で対策を進め
る。また，既習事項をいつでも取
り出せるように基礎基本を徹底さ
せるための活動を取り入れ，活用
問題に対応できる力をつける。

積極的な生
徒指導の推
進

・自分に自信がない生徒が多い。お互
いで評価し合うことはよい取り組みで
あるが，悪いことも言い合えるとさら
に良いと思う。
・落ち着いた雰囲気で学習できてい
る。生徒それぞれに居場所があり，安
心して学校生活を送っていることが伝
わった。
・「対立やジレンマに対処する力」を
身に付けることが必要である。
・普段の生活の中で「責任ある行動を
とる力」の定着をお願いしたい。
・友達や先生，地域の人など「人との
かかわり」という視点を生徒それぞれ
が持って行動していくことができるよ
うに指導していってほしい。
・指導に関しては，就学前からのつな
がりがあるため，幼小中で連携してい
く必要がある。

・効果のあった取組については，さ
らに工夫しながら今後も継続して進
めていく。
・「人とのつながり」や「相手意
識」などを意識した生活を送れるよ
う，全校学活や道徳の授業を活用し
ながら指導していく。
・相手の良いところを伝えることは
できるようになったが，悪いところ
や意見が対立する場面での話し合い
ができていないので，そのような力
を伸ばしていくために，エンカウン
ター等の活動で意図的にその場面を
設定していく。

様式1

（2年生）
国＋2.4 数＋11.3
社－3.5 理－2.1  
英＋7.1

（1年生）
国＋4.5 数＋2.0 
社＋6.9 理－7.0
英＋6.4

（3年生・全国）

国－1.8 数－1.0

瑛－0.6

（2年生）

国＋1.8 数－0.1

社－2.7 理－5.2

英＋0.2

（1年生）

国＋2.8 数＋5.0 

(3年生)

９８．７％

(2年生)

１０３．０％

(1年生)
１０２．６％



　
 

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【学校関係者評価】
イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でない。
ハ：わからない。


